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本稿は、 体制転換後のラ ト ヴイ アにおけ る歴史的記憶 と エ スニ ツク ・ アイ デ ンテ イ

テ イ と のあいだの関係 を理解 し よ う と す る も ので あ る。

最初に、 「集合的記憶」 と いう用語の解釈を簡単に検討 し たい。 「集合的記憶」 と い

う 用語は、 フ ラ ン スの学者 モ ー リ ス ・ アル ブ ウ' ァ ク スによ っ て鋳造 さ れた も ので あ る

が、 こ の現象の研究が実際に始ま ったのは、 エ ミ ール ・ デ ュルケイ ムが、 社会的 コ ミ ュ

ニ テ ィ の登場する際の宗教儀式の役割を検討 し始めた時のこ と であ った。 こ れら二人

の学者は、 集合的記憶 と いう 概念によ って社会的次元 を浮き彫り にする伝統を確立 し

たのである。 集合的記憶は、 社会環境と 個人 と のあいだの相互作用の結果 と し てみな

さ れる。 20世紀後半に集合的記憶の研究は、 いわゆる相互作用論者 らによ る補完を受

けている。 こ れは、 集合的記憶 を個人 と 社会的エージェ ン ト と のあいだの相互作用過

程と し て説明する専門家た ちである。 集合的記憶についてのも っ と最近の説明は構築

主義によ って与え られて いるが、 こ れは、 集合的記憶 を様々の社会的エ ー ジ ェ ン ト の

利害や価値観の影響下で創造さ れる社会的構築物と みな している。 近年、 研究者たち

は言説分析に も焦点化 し てき たが、 こ れは、 集合的記憶を構築する際の権力構造の側

面 を強調す る も ので ある。

次に、 集合的記憶の経験的研究 と解釈研究を提示 して、 集合的記憶と アイ デンテ イ

テ イ構築の諸側面、 つま り第一に集合的記憶構築過程への新聞の影響、 第二にマスメ

デ ィ アにおけ る祝祭日言説、 第三に国民の祝日と歴史的記憶、 そ し て最後にラ ト ヴイ

ア人 と ロ シア人 と のあいだの体制転換に関する解釈の調査結果について分析 し てみた

い o

ラ ト ウ' ィ アの ラ ト ヴ イ ア語 マ ス メ デ ィ アお よ びロ シア語 マ ス メ デ ィ アの分析か ら示

さ れる のは、 以下 のよ う な こ と で あ る。 すなわ ち、 一方 で、 それ らが集合的 アイ デ ン

テ イ テ イ形成のき わめて積極的 な エ ー ジ ェ ン ト で あ り なが ら、 他方 で、 それぞれ異 な

る仕方で歴史を解釈 し ている。 すなわち、 歴史上の異なる局面に注意を焦点化 し、 異

な っ た集合的記憶 を構築 し、 そ う す る こ と で それぞれの対象 と す る視聴者がアイ デ ン

テ イ テ イ を構築す る一助 と も な って い る。 例えば、 ラ ト ヴイ ア的 アイ デ ンテ イ テ イ を
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構築す る と い う こ と は、 戦前のラ ト ヴイ ア共和国 と の結合 を活性化 さ せる と い う こ と

で ある。 第一共和国は、 全般的成長の時代、 すなわちラ ト ヴイ アが経済その他の領域

で多大の達成 を と げた時代 と し て、 おおいに理想化 さ れたかた ちで提示 さ れてい る。

他方、 ロ シア語新聞のなかで ロ シア語話者住民は、 ラ ト ウ' ィ ア人 のナ シ ョ ナ リ ズム

の成長に対抗する国際主義者と して描かれる。 ロ シア語話者は、 民族的出自によ って

人々を選別 し たり はし ない、 と強調 さ れている。 ロ シア語新聞は、 読者 を素朴で勤勉

な人々と し て示すこ と が多い。 戦時の兵役経験者や労働の場で豊富な経験を備えた人々

が比較的よ く 言及 さ れるが、 彼 らの実際の過程についての感 じ方が描き出 さ れる。 ロ

シア語新聞では執筆者 らが民族間緊張悪化は避けがたいと予言 し たが、 「国民的調和」

と い う 観念について書 く こ と のほ う がはるかに多 い し、 公共の平和 を維持す る際のそ

の重要性を強調している。 こ う し た新聞は、 独立過程以前 [ぺレ ス ト ロイ カ期以前] 

の社会で諸要素間に存在し た友好的で好意的な関係を強調し始めていた。

最後に、 一般的議論 を示 すこ と と し たい。 こ こ では、 ラ ト ウ' ィ ア人 のアイ デ ンテ イ

テ イ構築 と ロ シア人 のそれと のあいだの差異 を説明す る ために、 マニ ユエル ・ カ ス テ

ルのアイ デ ンテ イ テ イ構築理論 を援用 し た い。 カ ス テルは、 異 な る二 種類のアイ デ ン

テ イ テ イ を区別す る試みを行 ったが、 彼の思考は、 権力や統治制度の採用す る立場に

沿 った場合のアイ デ ンテ イ テ イ構築の広が り、 ある いは、 抵抗や異議申 し立ての一形

式 と し て アイ デ ンテ イ テ イが登場す る際のあ り 方、 と い っ た ものに依拠 し て い る。 カ

ス テルは 「正統化 アイ デ ンテ イ テ イ」 と 「抵抗 アイ デ ンテ イ テ イ」 につ いて論 じ て い

る。 彼は前者 を 「複数の社会的ア ク タ ーに自分た ちの支配 を及ぼ し、 合理化するため

に、 支配的社会制度によ って導入 さ れる もの」 と定義 し ている。 こ の見方からする と、

正統化 アイ デ ンテ イ テ イ は、 民族的 ラ ト ヴ イ ア人 のナ シ ョ ナル ・ アイ デ ンテ イ テ イ構

築を たいへんよ く 言い当ててい る。 市民社会は、 一方でき わめて積極的かつ敏感にナ

シ ョ ナル ・ アイ デ ンテ イ テ イ を構築するが、 他方で同時に、 国家権力 を合理化 し強化

す る ので あ る。

民族的ロ シア人の集合的記憶は、 ラ ト ヴイア人とは対照的に、 別の記憶に有機的に

根 ざ し てい る。 ラ ト ヴイ アに暮 らすロ シア人は、 自分た ちの集合的記憶 を 「歴史の回

復」 と戦間期に焦点化す るのを好むラ ト ヴイ ア人のそれに対立 さ せるこ と によ って、

自分た ちのアイ デ ンテ イ テ イ を形成 し てい る。 異な る歴史的記憶間の対立に依拠 し て

構築 さ れる のは、 い っ た い どのよ う な類 のア イ デ ンテ イ テ イ な ので あ ろ う か。 カ ス テ

ルに し たが っ て こ こ では、 抵抗 ア イ デ ンテ イ テ イ につ いて語 り う る。 カ ス テルはそ れ

を次 のよ う に捉え て い る。 すなわ ち、 「支配の論理 によ っ て価値下 落お よ び / あ る い

はス テ イ グマ化 さ せ ら れた地位 / 状況のなかにお り 、 それゆえ社会諸制度に浸透 し て
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い るのと は異な り、 ある いはこ れに対立する原理に基づいて、 抵抗 と生 き残 り のアイ

デ ンテ イ テ イ を構築 し て い る ア ク タ ーによ っ て産み出 さ れた」 ' も の、 で あ る。

さ らにこ こ では、 歴史的記憶 と民主主義的価値と のあいだの関係について も議論 し

たい。 集合的記憶は、 あ る種の記憶 を強調 し、 他は忘却するよ う に し むけ る、 ある種

のフ ィ ル タ ーと し て作動す る。 ラ ト ヴイ アの歴史家 た ちはラ ト ヴイ アの第一次独立時

代を民主主義期と権威主義体制期と に厳密に区分 してき たが、 こ う した事実にもかか

わらず、 公共空間にはラ ト ウ' ィ アの第一次独立時代 を一つのま と ま り と し て定義 し よ

う と する言明 ・ 記号 ・ シンボル ・ 問い直 し が存在し てき た。 権威主義体制期の価値観

や理想が戦間期全体 に合致す る も の と し て語 ら れて い る。 「 ラ ト ウ' ィ ア人 の ラ ト ウ' ィ

ア」 と い う スロ ーガ ンは、 1934年の [ ウルマニ スによ る ] ク ーデ タ ー以降に人気 を博

し た ものだが、 今日では、 急進 ナ シ ョ ナリ ス ト だけではな く て、 多様な組織の人々か

ら しば し ば賛美 さ れて いる。 歴史の大衆化 をめ ざす人々は、 戦間期 を 「 ウルマニ ス時

代」 と して言及するこ とが多い。 政治家 もまた、 歴史上の民主主義期と権威主義体制

期との違いにしばしば無頓着である。

ラ ト ヴイア政治の民主主義期と権威主義体制期と を区別 し、 民主主義期の達成を強

調し、 二つの時期のあいだの価値の相違を評価しよ う と する議論は、 公共空問にはま っ

た く 存在し ない。 集合的記憶は、 「強い指導者」 の手で達成さ れた経済成長、 国民的

価値、 人民の統一 と ラ ト ウ' ィ アのイ メ ージと の相互連関を構築 し ている。 ウルマニ ス

体制が民主主義的諸価値を破壊 し たと い う 事実に もかかわらず、 こ の思考法では民主

主義期は無視 さ れる。

傑出 し た ラ ト ウ' ィ ア人歴史家 で あ るエ ド ガル ス ・ ア ンデル ソ ンスは、 民主主義 と ナ

シ ョ ナ リ ズムがバル ト 諸国の二 つの重要な次元 で あ った、 と 結論づけ る。 「バル ト 諸

国は、 ナ シ ョ ナ リ ズムと民主主義の記号の も と に創造 さ れた。 し か し なが ら、 バル ト

の人々は間 も な く 、 ナ シ ョ ナリ ズムと民主主義は建設力であるだけで な く 、 破壊の源

泉で ある こ と も学んだ。」 2現実には、 第一次世界大戦後のラ ト ウ' ィ アの政治 システ

ムはき わめて多 く の多様な政党を持 ち、 こ のこ と が民主主義の権威 を傷つけ るのに一 

役買 っ た。 ナ シ ョ ナ リ ズムの スロ ー ガ ンは権威主義への道 を舗装す る のに使われた。 

民主主義 と ナ シ ョ ナ リ ズムと のあいだのバ ラ ンスは、 いま も ラ ト ウ' ィ ア政治のき わめ

て重要な問題である。

ラ ト ヴイア語話者と ロ シア語話者の集合的記憶の構築に際し て異なる社会的アク タ ー

がき わめて影響力 を有 し て いる。 こ こ で特に重要なのは、 ロ シア語マ スメ デ ィ ア と ラ

ト ウ' ィ ア語 マ ス メ デ ィ ア で あ る。 その結果、 ラ ト ヴ イ ア人 のあ いだで 構築 さ れる記憶

と ロ シア人 のそれと が対極的記憶 を な し、 それが対極的 アイ デ ンテ イ テ イ の基礎 と し

-15 - 



て も機能 し て い る。 ラ ト ウ' ィ ア人 の アイ デ ンテ イ テ イ は正 統化 アイ デ ンテ イ テ イ と し

て生 起 し、 ロ シア人 の そ れは、 よ り 典型的 に抵抗的 ア イ デ ン テ イ テ イ な ので あ る。 

1990年代初頭に実施さ れた調査と も っ と最近に行われた調査は、 相異なる集合的記憶

の構築がま さ に今現在 も継続 し ているこ と を示 し ている。 こ れはま た、 国民的祝日の

祝いが表現 さ れ る仕方 の点 で も、 ロ シア語 マ スメ デ ィ ア と ラ ト ヴ イ ア語 マ スメ デ ィ ア

で提供 さ れる歴史的メ ッ セー ジの違いと い う 点で も、 確認 さ れて いる。

歴史的記憶の構築は、 特定の価値観を強調 し、 他のものを隠蔽するこ と と関連 し て

い る。 た と えば、 ラ ト ヴイ ア人の歴史的記憶は、 典型的に、 カ ール リ ス ・ ウルマニ ス

の人柄と彼が確立 し たナ シ ョ ナリ ズムを強調する。 つま り、 こ の国の民主主義期に民

主主義的価値 を実現 す る ためにな さ れた ラ ト ウ' ィ アの成果 には、 さ ほ ど注意が払われ

てい な い。 価値におけ る こ のバ ラ ンス を欠 いた状況は、 現在のラ ト ヴ イ アで も確認で

き る。 一方での 「強い指導者」 にたいするよ り大き な信頼が、 他方でのさ ま ざまの事

柄に及ぼす民主主義的で市民的な力の可能性への信頼の不十分 さ と と もに、 存在し続

けて いる。 歴史的記憶の構築は、 ラ ト ウ' ィ アにおけ る民主主義 と ナ シ ョ ナリ ズムと の

あいだのバラ ンスへの攻撃 を助長 し かねない潜在的可能性 を与えてい る。

(橋本伸也訳) 
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